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中国語学・中国文学特論Ⅱ

Chinese Linguistics ＆ Literature: Lecture Ⅱ

中国語学・中国文学特論

2 ２－４ 後期 木曜･３時限

人文第３講義室 読替科目は履修案内を確認すること

該当

授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２２Ｌカリ, ２０２１Ｌカリ, ２０２０Ｌカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】異質・多様なものを理解し、寛容 能動的に受講することによって、人文学部人文学科の学士（文
かつ多元的に判断することができる受容力 学）の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力を身につけるこ

とができる。
⇔

２０２６Lカリ, ２０２５Ｌカリ, ２０２４Lカリ, ２０２３Ｌカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】人文学部人文学科の学士（文学） 能動的に受講することによって、人文学部人文学科の学士（文
の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力が身についている。 学）の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力を身につけるこ
【思索力・受容力・批判力】 とができる。

⇔

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】必要な情報を的確に収集し、理解 能動的に受講することによって、必要な情報を的確に収集し、
し、発信する力が身についている。【メディアリテラシー・コ 理解し、発信する力を身につけることができる。
ミュニケーションリテラシー・外国語能力】

⇔

授業で学べる「テーマ」 芸術文化

全学横断特別教育プログラム

授業の概要 　今期は、近体詩の韻律と中古音を中心に学んでゆきます。

授業計画 １．はじめに
２．韻字・韻目・平仄
３．子類特殊形式
４．丑類特殊形式
５．対句・同字重出
６．拗体・四声八病
７．『切韻』『広韻』と平水韻
８．反切・小韻・系連法
９．『韻鏡』と三十六字母
10．唇音（幇滂並明・非敷奉微）・舌音（端透定泥・知徹澄娘）・牙音（見渓群疑）
11．歯音（精清従心邪・照穿牀審禅）・喉音（影暁匣喩）・(半)舌(半)歯音（来日）
12．十六摂（通江止遇蟹臻山效果仮宕梗曾流深咸）
13．中古音の音価
14．上古音
15．おわりに」

成績評価の方法 　平常点（毎回の授業への参加度。次項および「履修上の注意」等参照）。

成績評価の基準 　１．授業への入念な準備
　２．準備の成果を反映した朗読や内容理解
　３．積極的な参加
およそ以上の諸点を等分し、達成できた度合を合算して、総合的に判定します。

事前事後学習の内容 　１．上述の諸点に留意しつつ日頃から予習し；
　２．授業によって必要事項を明確に把握し；
　３．それを次の予習に生かすことが、すなわち復習です。

履修上の注意 　毎回の積み重ねが、あなたの実力と評価の双方につながります。
　予習として、教材の中国語や日本語が、自信を持って朗読・理解できるようにしておくこと。
　受講希望の場合は、遅くとも開講初日の三日前までに、念のためムードル（eALPS）で最新情報を確認
し、必要な対応を行なっておいてください。

質問、相談への対応 　平日の日中できるかぎり随時、歓迎します。詳しくは授業で。

教科書 　プリント等を利活用します。

参考書 　授業中に随時、紹介します。
　
　


